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もかかわらず，ドイツ語圏では，1960 年代から 70 年代にかけて日本で生起した左翼学生
を担い手とする若者の運動に関しては，クラウディア・デーリヒス『日本の新左翼：社会
運 動 と 院 外 野 党  1957-1994 』（ Claudia Derichs, Japans Neue Linke: soziale Bewegung und 
ausserparlamentarische Opposition, 1957-1994, Gesellschaft für Natur- und Völkerkunde Ostasiens, 1995）
以降，包括的な検討はおろか，個別的なテーマを扱う研究さえ，稀にしか見受けられない。 
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和感を覚えた点も少なくない。以下，おおまかに 2 点に整理して述べる。 
まず，一点目は，思想史と運動史の関係づけ方についてである。序章において，著者は，
上述した二つの組織を「1968 年から 1970 年代前半にかけて，世界規模で生じた思想的な
断絶」（12 頁）を代表する事例と捉えたうえで，「武装闘争における思想・理論生産の役割
を明らかにしようとする」（17 頁）と述べている。つまり，本書は，思想の観点から運動史
を読みなおす作業ではあるが，思想史の研究ではないはずである。しかし，本書では，運
動史の研究史整理は，思想史の研究史整理と比べると，明らかに手薄であるという印象を
否めない。具体的に言えば，著者は運動の担い手となる重要人物が残したテキストを丹念
に読解し，それらのテキストにおける古典的マルクス主義の継承や同時代左翼思潮との接
続を見事に指摘しているのに対して，運動史に関する叙述は，狭義の研究とは呼びにくい
先行文献（たとえば高沢皓司の新左翼運動に関する一連の著作や，松下竜一『狼煙を見よ：東アジ
ア反日武装戦線“狼”部隊』など）によるかたちで時系列的になされているにすぎない。そのた
め，抽象的かつ理想化されたイデーがどのようにして具体的な行動に転化したのかはわか
りにくい叙述になっている。そもそも，実際の運動は，抽象的な指導理論より，客観的な
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条件や，当事者の心情などによって規定されるところが大きい。そういう意味では，思想
と運動の連関のあり方をめぐっては，もう少し慎重な理論的検討が必要であったかもしれ
ない。 
次に，二点目は，グローバル・ヒストリーとの関係についてである。本書は，セバスチ
ャン・コンラットをはじめとするドイツの歴史研究者たちが編集しているシリーズ「グロ
ーバル・ヒストリー」シリーズの 1 冊である以上，新左翼過激派の歴史をトランスナショ
ナルな枠組のなかで読みなおす志向性を持つのは当然のことであろう。実際，著者は，日
本の運動家たちがどのようなかたちで古典的マルクス主義やポスト・コロニアル理論など
舶来の「近代思想」あるいは「ポスト・モダン思想」を受容したかについては，多くの紙
幅を費やして詳細に論じている。しかしながら，一国の事象に焦点を絞り，その事象をグ
ローバルな同時性のなかに位置づけるだけで，グローバル・ヒストリーと銘打つことには，
評者は疑問を感じざるをえない。水島司の手際のよい整理によれば，グローバル・ヒスト
リーの特徴としては，⑴扱う時間の長さ，⑵対象となる空間の広さ，⑶非ヨーロッパ世界
の歴史の重視，⑷異なる諸地域間の相互関連の重視，⑸従来扱われてこなかったテーマの
探求，などを挙げることができ，しかも⑴～⑷と⑸の間には因果関係がある。つまり，グ
ローバル・ヒストリーへのパラダイム転換とは，これまで構想されてこなかった規模の時
間的・空間的広がりを構想しつつその関係性を問うことによって新たな問題意識が生起し
てくる，ということである。しかし，本書は，序論で述べられているように，「日本におけ
る新左翼の思想・運動史をポスト・モダン時代の誕生という大きな物語の中に埋め込」（31
頁）むことを目指しているのだとすると，グローバルなコンテクストが踏まえられている
のは確かであるとしても，本書の問題意識は依然として「新左翼の思想・運動史」の再評
価という従来の伝統的な枠組にとどまっていると言わざるをえないのではないだろうか。 
 とはいえ，ドイツ語圏の読者が日本の新左翼過激派の言動を「ポスト・モダン時代への
移行」という思想的コンテクストのなかで理解するうえで本書が大きな意義を持っている
ことは間違いない。本書がドイツ語圏の日本研究者に広く読まれるとともに，日本におい
ても積極的な読者が現れることを期待したい。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
